
３．事後評価の実施

（１）　実施時期

（２）　評価の方法

４．総合的な所見

５．各目標の達成状況

（１）　老朽化対策を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（様式２）

本市教育委員会事務局内において事後評価を実施した。
　・学校訪問による現地調査、所見聴取及び施工者から提出された工事関係書類等により、事業の
成果を把握して評価した。
　・施設整備計画の目標の達成状況を広報やホームページで公表する。

　施設整備計画の目標を達成できた。
　老朽化対策や統合に伴う教室数の確保に取り組んだことで、学校の安全安心を確保し、快適な
学習環境の整備を進めることができた。

令和8年6月

　　耐力度調査を経て構造上危険な状態と判断された金田小学校の校舎を改築および旧碇ヶ関小
学校の解体工事を実施したほか、老朽化が進んだ平賀東中学校の大規模改修工事の実施により
老朽化対策を実施し、学校の安全安心の確保に寄与した。



（２）　新時代の学びを支える安全・安心な教育環境の確保を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（３）　教室不足の解消等を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（４）　教育環境の質的な向上を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（５）　施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

６．改築後の危険建物等のとりこわし状況

　金田小学校の旧校舎は、金田小学校（Ⅲ期工事）にて令和7年度に実施しており、令和8年3月26
日に完了している。

金田小学校の体育館改修工事を計画的に実施し、目標である快適な学習環境の整備を実現し
た。

該当なし

大坊小学校との統合に伴い教室数の不足が見込まれる柏木小学校の教室を改修し、環境改善に
取り組んだ。

　金田小学校のトイレの洋式化を行い、トイレ環境の改善を実現した。
　これにより、災害時の緊急避難場所としての環境整備が図られた。



（様式３）

７．事業ごとの実施状況

(実施しなかった場合）

事業単位
建物
区分

構造
区分

全事業期間
（契約～完成）

未実施の理由・今後の対応予定等

平賀東中学校（Ⅰ期工事） （１） 大規模改造（老朽） 校 Ｒ R4.6～R5.3 R5.3.28

平賀東中学校（Ⅱ期工事） （１） 大規模改造（老朽） 校 Ｒ R4.6～R5.9 R5.9.5

平賀東中学校 （１） 大規模改造（老朽） 屋 Ｒ R4.6～R5.3 R5.3.28

平賀東中学校（99期工事） （１） 大規模改造（老朽） 屋 Ｒ R4.6.～R5.3 R5.3.28

碇ヶ関小学校（Ⅲ期工事） （１） 危険改築 校 Ｒ R4.6～R5.2 R5.2.10

金田小学校（Ⅰ期工事） （１） 危険改築 校 Ｒ R5.6～R7.2 R6.3.25 R7.3　旧校舎解体

金田小学校（Ⅱ期工事） （１） 危険改築 校 Ｒ R5.6～R7.2 R7.2.17 R7.3　旧校舎解体

金田小学校 （４） 大規模改造（教育内容） 屋 Ｓ R6.6～R7.3 R7.3.3

金田小学校（99期工事） （４） 大規模改造（教育内容） 屋 Ｓ R6.6～R7.3 R7.3.3

金田小学校 （２） 大規模改造（トイレ） 屋 - R6.6～R7.2 R7.2.27

金田小学校（Ⅲ期工事） （１） 危険改築 校 Ｒ R7.2～R8.3 R8.3.26

柏木小学校 （３） 統合（改修） 校 Ｒ R7.2～R7.11 R7.11.21

柏木小学校 （３） 大規模改造（教育内容） 校 Ｒ R7.2～R7.11 R7.11.21

学校等の名称 目標
備考

（改築事業は、旧施設の
とりこわし時期を明記）

整備方針

事業完了
年月日


